
松 本 市 公 民 館 報③ 2025（令和７）年５月30日（金） 第222号【白板地区版】

白板地区公民館
館報編集委員会

     （35）7740

こ
の
４
月
か
ら
、
白
板
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し
ま
し

た
佐
野
進
と
申
し
ま
す
。

私
は
、
白
板
地
区
に
住
ん
で
い
ま

し
て
、
白
板
保
育
園
、
田
川
小
学
校
、

丸
ノ
内
中
学
校
、
蟻
ケ
崎
高
校
に

通
っ
て
い
た
こ
と
は
懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。
こ
の
た
び
セ
ン
タ
ー
に
配

属
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
白
板
地

区
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
何
か
し

ら
の
縁
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
内
に
は
35
地
区
の
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
は
初
め
て

の
配
属
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

不
慣
れ
で
未
熟
な
点
も
多
々
あ
る
か

と
存
じ
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ま
が

お
互
い
に
助
け
合
い
、
安
心
し
て
、

い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

白
板
地
区
を
め
ざ
し
、
公
民
館
、
福

祉
ひ
ろ
ば
と
連
携
し
て
、
地
区
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
精
一
杯
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
で
白

板
地
区
公
民
館
主
事
と
し
て
配
属

さ
れ
ま
し
た
、
武
本
健
太
郎
と
申
し

ま
す
。
健
康
づ
く
り
課
か
ら
異
動

と
な
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

の
中
、
２
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
市
内
35
地
区
へ
出
向

き
、
運
動
指
導
を
し
て
お
り
、
白

板
に
は
毎
週
水
曜
午
前
に
実
施
し

て
い
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の

指
導
や
、
体
力
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー

へ
の
運
動
指
導
、
福
祉
ひ
ろ
ば
で
の

フ
レ
イ
ル
健
診
等
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
白
板
に
根
差
し
て
、

運
動
に
限
ら
ず
皆
さ
ん
と
深
く
関

わ
れ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ

ん
。
改
め
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
が
主
人
公
の

�

や
わ
ら
か
な
学
校
に

こ
の
４
月
か
ら
丸
ノ
内
中
学
校

白板地区�
地域づくりセンター長
佐野　進

白板地区公民館
主　事

武本健太郎

丸ノ内中学校
校　長

坂口　俊樹

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
坂
口
俊

樹
と
申
し
ま
す
。

私
の
願
い
は
、
子
ど
も
が
主
人

公
の
や
わ
ら
か
な
学
校
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。そ
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は「
自
律
」と「
尊
重
」だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、「
自
律
し

た
学
び
手
に
な
る
」
こ
と
、「
自
分

と
他
の
人
を
尊
重
す
る
」
こ
と
を

願
い
と
し
て
伝
え
ま
し
た
。

今
年
度
も
「
忠
恕
の
時
間
」
等

で
地
域
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
る

こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
生
徒
の
学
び
や
活
動
を
支

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

共
々
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
田
川
小
学
校
に
着
任

し
ま
し
た
木
船
暁
美
と
申
し
ま
す
。

4
月
、
田
川
の
流
れ
に
桜
の
花
び

ら
が
揺
れ
、
青
い
空
に
真
っ
白
な
常

念
岳
を
望
む
こ
の
田
川
小
学
校
で
、

明
る
く
心
根
の
優
し
い
子
ど
も
た

ち
と
出
会
い
ま
し
た
。
田
川
の
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

精
一
杯
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

本
年
度
、
田
川
小
学
校
は
、
大

正
14
年
に
松
本
尋
常
高
等
小
学
校

の
一
部
校
と
し
て
誕
生
し
て
か
ら
、

百
年
目
を
迎
え
ま
す
。
百
周
年
記

念
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
未
来

へ
つ
な
ぐ
田
川
の
輪
」。
子
ど
も
た

ち
、教
職
員
、保
護
者
の
み
な
さ
ま
、

地
域
の
み
な
さ
ま
、
み
ん
な
で
百
年

４
月
19
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
町
会
連
合
会
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
協
議
会
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
の
総
会
を
皮
切
り
に
、
各
団

体
の
総
会
が
行
わ
れ
、
新
旧
役
員

の
交
代
も
終
了
し
、
白
板
地
区
の

田川小学校
校　長

木船　暁美

の
歴
史
を
感
じ
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

田
川
小
学
校
の
営
み
を
未
来
に
つ

な
ぐ
記
念
の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
に
向
け
新
し
い
動
き

が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
体
制
始
動
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事

越
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光
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１
ブ
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茂
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２
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◆
地
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会

支
会
長

中
澤　
　

茂
折
井
町

副
支
会
長

中
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清
美
宮
渕
日
向 

理　

事

田
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紀
夫
白
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中

会　

計

岩
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隆
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監　

事

青
栁　

元
彦
宮
渕
本
村

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会　

長

青
木　

茂
雄
白
板
宮
本   

副
会
長

越
場　

達
祐
放
光
寺

監　

事

山
本　

孝
雄
白
板
南

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
企
画
委
員

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

青
木　

茂
雄
白
板
宮
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２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

中
村　

清
美
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
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古
市
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太
郎
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ケ
崎
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４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

松
岡　

秀
典
宮
崎
町

◆
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

会　

長

田
中　

紀
夫
白
板
中

副
会
長

山
本　

孝
雄
白
板
南

監　

事

古
田　

俊
光
巴

町

◆
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会　

長

青
栁　

定
夫
宮
渕
新
橋

◆
衛
生
協
議
会
町
会
担
当

担　

当

手
塚　

義
雄
宮
渕
東

◆
明
る
い
選
挙
推
進
代
議
員

幹　

事

和
田　
　

稔
城
西
町

担　

当

松
岡　

秀
典
宮
崎
町

◆
国
道
推
進
員

委　

員

手
塚　

義
雄
宮
渕
東

委　

員

青
栁　

定
夫
宮
渕
新
橋

委　

員

青
栁　

元
彦
宮
渕
本
村

◆
防
災
部
町
会
担
当

担　

当

中
澤　
　

茂
折
井
町

◆
白
板
地
区
公
民
館

担　

当

手
塚　

義
雄
宮
渕
東

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

担　

当

古
田　

俊
光
巴

町

※
特
別
任
命
担
当

◆
緑
化
推
進
員

担　

当

青
栁　

嘉
朗
宮
淵
本
村

◆
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会

担　

当

永
森　
　

満
白
板
中



治
自

の
鐘

治
自

の
鐘

校
学
中
内
ノ
丸

㊵

白
板
地
区
公
民
館
職
員	

　
公
民
館
長	

内
藤
　
哲
夫

　
主
　
　
事	

武
本
健
太
郎

　
事
　
務
　
職	

小
割
　
明
美

　
事
　
務
　
職	

渡
辺
　
明
子

　
以
上
の
体
制
で
公
民
館
業
務
を

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
７
年
度
生
徒
会
ス
タ
ー
ト
！

４
月
４
日
に
令
和
７
年
度
の
入

学
式
が
あ
り
、
今
年
は
76
名
の
１

年
生
が
丸
ノ
内
中
学
校
に
入
学
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
週
の
７
日

に
は
生
徒
会
入
会
式
が
あ
り
、
今

年
の
生
徒
会
活
動
を
満
足
の
い
く

も
の
に
す
る
べ
く
、
全
校
生
徒
が

集
ま
り
、
真
剣
に
こ
の
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
在
校

生
は
校
歌
斉
唱
な
ど
で
１
年
生
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
生
活
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
１
年

生
に
丸
ノ
内
中
学
校
で
の
生
活
を

説
明
し
ま
し
た
。

丸
ノ
内
中
で
は
「
自
治
の
精
神
」

を
学
校
目
標
に
掲
げ
て
い
て
、
こ

の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も

ほ
と
ん
ど
が
、生
徒
会
の
手
に
よ
っ

て
行
わ
れ
、
そ
れ
が
代
々
続
い
て

き
ま
し
た
。
今
年
の
１
年
生
も
、

先
輩
た
ち
の
説
明
を
真
剣
に
聞
い

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
は
例
年
行
っ
て
い
た
丸
中

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ィ
ン
グ
は
、
時
間
の
都

合
上
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

全
校
集
会
で
集
ま
っ
た
際
に
ミ
ニ

丸
中
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。
学
年
を
超
え
て
の
交
流
ま

で
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１

年
生
も
周
り
の
人
と
積
極
的
に
意

見
交
換
を
し
て
発
表
を
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
に
は
生
徒
会
が
２

回
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
、

１
年
生
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
中
、
先
輩
に
質
問
を
す
る

な
ど
を
し
な
が
ら
積
極
的
に
生
徒

会
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
２
年
生
は
、
新
た
に
後
輩
を

持
ち
、「
学
ぶ
」
の
み
の
学
年
か
ら

「
教
え
る
・
伝
え
る
」
が
求
め
ら
れ

る
学
年
と
な
り
、
生
徒
会
で
も
そ

の
よ
う
な
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
し

た
。
３
年
生
は
最
上
級
生
に
な
り
、

全
校
生
徒
を
け
ん
引
す
る
「
学
校

の
顔
」
と
な
り
ま
し
た
。
執
行
部

の
人
は
、
自
身
が
担
当
す
る
委
員

会
の
活
動
に
、
誰
よ
り
も
主
体
的

に
取
り
組
み
、
学
校
規
模
の
大
き

な
活
動
の
際
に
は
、
全
校
を
代
表

し
、
積
極
的
に
活
動
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
執
行
部
で
は
な
い
人
も
自

分
の
任
さ
れ
た
仕
事
は
必
ず
全
う

し
、
後
輩
・
執
行
部
の
人
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
丸
ノ
内
中
学
校
生
徒
会

の
大
目
標
は
「
飛
翔
」
で
す
。
全

校
生
徒
1
人
1
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
く
た
め
、

そ
の
よ
う
な
機
会
を
学
校
生
活
の

中
で
作
れ
る
よ
う
、
３
年
生
が
主

体
的
に
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

４月28日（月）開山祭翌日に参加者25人で上高地自４月28日（月）開山祭翌日に参加者25人で上高地自
然観察会が行われました。背景は焼岳然観察会が行われました。背景は焼岳

４月24日（木）公民館文化委員で五月人形の飾り付け４月24日（木）公民館文化委員で五月人形の飾り付け
を行いました。を行いました。
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報
編
集
委
員
会

◎
小
林
佳
世
子

宮
渕
本
村

後
藤　

京
子

宮

渕

東

古
市
昭
太
郎

蟻
ケ
崎
西

鶴
木　
　

忍

白
板
宮
本 

丸
ノ
内
中
学
校
生
徒

館
報
全
市
版
委
員

町
内
公
民
館
長
会
副
会
長

北
野　

町
子

宮

崎

町

●
図
書
視
覚
委
員
会

◎
青
木　

洋
子

白
板
宮
本

土
屋　

通
子

折

井

町

●
体
育
委
員
会

◎
青
木　

茂
雄

白
板
宮
本

鶴
木　

規
泰

白
板
宮
本

松
岡　

秀
典

宮

崎

町

木
下　

雅
己

宮

渕

東

赤
穂　

弘
樹

宮
渕
本
村

和
田　

鈴
子

城

西

町

田
原　

真
紀

蟻
ケ
崎
西

大
石　

淑
子

宮

渕

東

◎
は
、
委
員
長

４
月
26
日
（
土
）
16
時
よ
り
、

大
会
議
室
に
於
い
て
公
民
館
委
員

の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
閉
会
後
は
、運
営
・
文
化
・
図

書
・
体
育
・
館
報
編
集
の
各
委
員

会
が
も
た
れ
一
年
間
の
取
り
組
み

な
ど
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
委
員
は
直
近
の
端
午
の
節
句

の
中
身
や
進
行
に
つ
い
て
・
体
育

委
員
は
昨
年
に
引
き
続
き
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
な
ど
に
つ
い
て

各
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

話し合い　体育委員話し合い　体育委員

代表で手塚運営委員長へ委代表で手塚運営委員長へ委
嘱状交付嘱状交付

委
嘱
状
交
付
式
・
五
部
門
委
員
会

上
高
地
自
然
観
察
会

五
月
人
形
飾
り
付
け


